
矢山岳の地質巡検

熊本大・教育4年

森崎史郎・島田礼二

平成7年5月27日に標記の巡検会が実施

された。案内は岩永恭一先生，参加者は26

名であった。8：30分に熊大教養部前を出発、

車6台で矢山岳方面へ向かった。

途中2ケ所で停車し，最初の地点で臼杵一

八代構造線の説明を受け，後者では玄武岩が

熱変成を受け緑色岩となり，また，角閃石か

ら蛇紋岩となった岩石を観察した。

その後，水無谷に向かい，下る前に車道の

右側の露頭を観察，ジュラ紀のプレートの沈

み込みにより付加された層についてボードの

絵による説明を受けた。

水無谷に向かう途中矢山岳層の最上部に近

い所で，枕状溶岩を観察，石灰岩中にはフズ

リナの化石を見ることができた（図l参照)o

水無しの谷の砂防ダムの上の方で，アンモ

ナイト（ゴニアタイト型）の化石の採集を行った。

他にフズリナや海百合の化石も採集した。

その後昼食をとり，また，しばらく採集を続

けた。矢山岳山頂に上る途中，ひょうの堆積

物を見,解散した。岩永先生にはいろいろな

地質事象をボード等を使い詳しく説明してい

ただき，学生の私たちにもよく理解できた。

心から御礼を申し上げます。
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(主要種の層序的産出範囲）

妾
謄
吾
拝
庁
墨
野
副
司
副
帥
』
○
．
種
》
』
③
旬
ロ
ョ
ベ
。

言
○
の
》
の
堂
③
唾
引
到
刺
珂
叫
訓
判
釧
軸
判
釧
》
》
ｄ
電
。

〃
迄
昌
烏
の
一
の
３
群
。
§
§
号

①
＆
．
ｃ
ｄ

．
（
。
○
し
塵
）
の
一
割
割
引
部
”
ｄ
蔓
急
ぎ
ヨ
ベ
。
の
。

・
璽
画
含
言
。
》
§
言
２
替
雲
冨
言
鳶
。
釜
国
函

富
貴
．
割
劉
馴
創
訂
２
§
曽
麹
曾
冒
＆

己
と
理
豊
暑
助
昌
昔
の
側
画
冒
遠
望
副
創
引
訓
冒
盈
冒
。
一
目
誉
め
曾
曾
品
（
迂
蓋
茎
釜
吃
一
忌
訂
吋
馴
馴
罫
さ
号
一
ｇ
冒
与

（
缶
ゴ
茎
ｇ
”
副
昌
菅
の
胃
・
言

．
】
匡
計
馴
割
昌
一
倉
号
一
さ
田
困

惑
壷
堅
受
の
蔓
＆
副
Ｊ
割
浮
琶
静
逼

×
↓

望
９
首
。
一
一
更
。
沿
恩
毒
。
零
挺
ト
く
エ
ェ
室
９
Ｆ
や
郵
割
評
。
恩
↑
活
誼
挺
ト

。
○
叱
匡
の
ゴ
。
憧
口
嘩
口
の
忽
鍾
。
》
一
渥
ト
（
匡
叫
ゴ
心
室
）
の
。
鳥
貝
毎
卸
ｏ
Ｅ
ｓ
謹
○
這
撞
ト

・
エ
。
碧
蛤
》
郡
司
四
‐
釧
副
『
。
Ｊ
討
副
罰
望
む
這
麺
三

望
喧
管
己
判
奇
引
‐
引
到
司
冒
”
昼
堅
式
・
号
．
具
計
割
司
割
罫
二
」

・
茎
の
》
の
億
塁
息
。
Ｅ
や
喬
昌
一
劃
割
星
。
の
２
＆
・
ヱ
勧
副
副
引
計
ぎ
み
の
農
。
這
仁

矢山岳石灰岩．

(化石帯）（岩質暦序

・
茎
琶
や
。
営
哨
Ｅ
ご
昌
跨
唾
、
。
、
星
○
の
。
ご
画
趣
の
ユ

●

・
・
品
．
｜
｜
●
●
●
．
●
－
１
●
Ｉ
Ｙ
｜

◎
昌
旨
言
。
蓋
』
◎
島
訓
制
劉
割
引
剖
獣
冒
唾
＆
く
圏
書
堂
‐
創
副
引
到
副
『
制
割
劃
画
・
￥
の
〕
”
計
菩
Ｌ
塁
。
ｓ
言
の
喧
・
ヱ
§
・
。
§
》
２
豊
島
§
弓
ａ
且
漫
甘
お

（
唾
凹
ヨ
ヨ

や
重
）
ｄ
Ｅ
涜
理
。
ご
ｓ
ｄ
ｓ
言
の
。
遠
”
。
。
。
ヘ
エ
）
毎
一
》
一
軸
・
引
一
引
副
・
ヨ
ー
副
一
画
・
封
・
刺
一
画
患
、
・
摩
”
。
ご
也
匡
》
壁
律
貫
乏

図1矢山岳石灰岩の層序柱状図と化石帯（勘米良･博士提供）

a:石灰岩b:状石灰岩c:塩基性凝灰岩d:石灰岩牒岩

－17－

ジ

二
畳
系
上
部
石
炭
系

北

；
力

之
く
Ｈ
Ｑ
室
く
。
」
当
○
三
一
之
く
Ｈ
ン
三
く
茎

ｚ
く
目
の
凶
之
Ｈ
○
三
山
○

シ
漣

~碗

。
’
で
封
。

●

1

■

心

I

q

。

■

。

－

”

I

a

ｑ
Ｚ
『
牌
一
ｕ
心
刷
』

’
Ｃ
ｚ
ぐ
』
ン
Ｃ
ｘ
“
Ｃ
・
童

日
本
全
般

坂
本
沢
紡

の
仁
ｏ
Ｎ
ｄ
芦
ミ
ド
⑳
。
ｄ
言
塁
。
⑳
○
も
ヨ
動
の
ｑ

●

氷
Ｉ
茄

の
仁
○
Ｎ
の
。
や
》
。
》
や
や
＆
，
辰

票
オ
潮

四
便
Ｃ
Ｎ
ｄ
目
型
百
ｍ
劃
Ｌ
Ｉ
ｄ
属
怠
も
唖
四
ｍ




